
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
協
力
金
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
三

条
市
は
業
績
低
迷
が
継
続
し
て
い
る
飲
食
店

等
に
対
し
、
８
月
か
ら
サ
ポ
ー
ト
応
援
金
を

実
施
し
て
い
る
。
今
回
の
協
力
金
は
、
営
業

Q

障
が
い
者
福
祉
費
の
地
域
生
活
支
援
事

業
費
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
購
入
に
よ

る
手
話
通
訳
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
と
し
て
行
う

の
か
。聴

覚
障
が
い
者
の
意
思
疎
通
支
援
の
充

実
を
目
的
に
整
備
を
進
め
る
も
の
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
係
な
く
実

施
す
る
。

職
員
人
件
費
が
増
加
し
た
要
因
は
何
か
。

物
件
費
扱
い
だ
っ
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職

員
が
人
件
費
に
変
更
と
な
っ
た
。

キ
ッ
ザ
ニ
ア
事
業
は
、
次
世
代
の
も
の

づ
く
り
産
業
の
担
い
手
で
あ
る
小
中
学

生
対
象
の
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
実
施
し
た
が
、
前
年
度
と
異
な
る

点
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

受
け
入
れ
先
に
お
い
て
検
温
、
マ
ス
ク

着
用
、
消
毒
、
換
気
な
ど
の
基
本
的
な

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、
参
加
者
を
県
内
在

住
者
に
限
定
の
上
で
、
密
を
回
避
す
る
た
め

の
人
数
制
限
を
行
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
は
な
い
も
の
と
諦
め
て
い

１
日
当
た
り
に
お
け
る
売
上
額
が

８
万
3
3
3
3
円
以
下
の
飲
食
店
は
１

日
２
万
5
0
0
0
円
、
14
日
間
で
35
万
円
支

給
と
の
こ
と
だ
が
、
売
り
上
げ
が
少
な
い
飲

食
店
に
も
１
日
２
万
5
0
0
0
円
が
支
給
さ

れ
る
の
か
。

基
本
的
に
は
売
り
上
げ
の
幅
に
か
か
わ

ら
ず
８
万
3
3
3
3
円
以
下
の
場
合

は
、
２
万
5
0
0
0
円
と
い
う
金
額
で
一

律
14
日
間
で
あ
る
。

QQ

Q

Q

令
和
２
年
度
決
算
審
査
意
見
書
の
財
政

状
況
を
表
す
主
要
財
政
指
標
で
は
、
財

政
力
指
数
０.
57
、経
常
収
支
比
率
95.
２
％
、

公
債
費
負
担
比
率
は
22.
６
％
で
あ
る
。
意
見

書
に
は
全
国
類
似
都
市
の
平
均
値
が
記
載
し

Q

三
条
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

費
の
成
果
は
ど
う
か
。

寄
附
金
が
3
5
5
件
、
約
7
4
5
万

円
。
そ
の
う
ち
28
件
、
3
1
4
万
円

を
三
条
市
に
対
す
る
寄
附
と
し
て
感
染
症
対

策
基
金
に
積
み
立
て
た
。

Q

感
染
状
況
は
保
健
所
が
管
理
す
る
た
め

市
役
所
で
対
象
者
の
把
握
は
困
難
と
考

え
る
が
、
事
業
の
対
象
者
に
は
ど
う
や
っ
て

周
知
す
る
の
か
。
ま
た
、
配
達
は
タ
ク
シ
ー

事
業
者
に
委
託
と
の
こ
と
だ
が
個
人
情
報
の

管
理
は
大
丈
夫
か
。

三
条
保
健
所
を
通
じ
て
周
知
を
図
り
た

い
。
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
、
商
品

を
そ
ろ
え
る
場
合
は
発
注
番
号
で
手
配
を
、
配

送
業
者
に
は
厳
重
な
取
り
扱
い
を
契
約
条
項
に

盛
り
込
み
た
い
。

令
和
３
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
３
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
２
年
度
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

議
第

7
号

議
第

12
号

認
定

第
1
号

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
購
入
し
、
ワ
イ

フ
ァ
イ
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
困
難
な

世
帯
に
貸
し
出
す
が
、
借
り
る
側
に
費
用
は

発
生
す
る
の
か
。

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
自
体
の
貸
し
出
し

は
無
料
で
行
う
が
、
通
信
費
に
つ
い
て

は
一
定
の
個
人
負
担
を
求
め
る
こ
と
を
基
本

と
し
つ
つ
、
負
担
が
困
難
な
世
帯
に
対
す
る

支
援
な
ど
詳
細
を
今
後
検
討
す
る
。

Q

営
業
時
間
短
縮
の
確
認
は
、
飲
食
店
を

回
っ
て
確
認
を
す
る
と
い
う
こ
と
な
の

か
。
こ
の
確
認
は
ど
こ
に
委
託
す
る
の
か
。

確
認
は
巡
回
す
る
け
れ
ど
も
外
観
目
視

と
い
う
方
法
で
行
う
。
委
託
は
三
条
市

の
タ
ク
シ
ー
協
会
を
予
定
し
て
い
る
。

Q

昨
年
開
校
し
た
三
条
看
護
・
医
療
・
歯

科
衛
生
専
門
学
校
の
建
設
事
業
費
は
い

く
ら
か
。
そ
の
う
ち
市
の
負
担
は
い
く
ら

か
。
ま
た
、
今
年
４
月
に
開
学
し
た
三
条
市

立
大
学
の
建
設
事
業
費
は
い
く
ら
か
。
設
備

費
お
よ
び
備
品
は
い
く
ら
か
。
そ
の
う
ち
市

の
負
担
は
い
く
ら
か
。

三
条
看
護
・
医
療
・
歯
科
衛
生
専
門

学
校
の
建
設
事
業
費
は
、
平
成
29
年

度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
合
算
で
約

26
億
7
0
0
0
万
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

市
の
一
般
財
源
は
約
１
億
4
0
0
0
万
円

と
な
る
。

　

三
条
市
立
大
学
の
建
設
事
業
費
は
、
平
成

29
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
合
算
で
約

81
億
3
0
0
0
万
円
で
あ
り
、
こ
の
中
に

設
備
・
備
品
に
係
る
経
費
は
約
11
億
円
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。
市
の
一
般
財
源
は
約

16
億
4
0
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

Q

適
正
な
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
つ
い
て

問
う
。

令
和
２
年
度
は
94.
３
、
県
内
20
市
中

13
位
、
全
国
類
似
団
体
86
市
中
84
位
、

適
正
な
状
況
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

Q

感
染
し
た
自
宅
療
養
者
の
商
品
代
金
は

全
額
公
費
負
担
、
濃
厚
接
触
者
は
自

己
負
担
で
実
費
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に

は
感
染
者
も
濃
厚
接
触
者
も
外
出
制
限
は
一

緒
。
差
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
再
考

の
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

陽
性
診
断
さ
れ
た
方
の
生
活
面
、
精
神
面

等
が
よ
り
大
変
な
状
態
で
あ
ろ
う
と
推
察

す
る
中
で
手
厚
く
寄
り
添
う
気
持
ち
で
差
異
を

設
け
た
。

QQ

日
本
共
産
党

議
員
団

01

認
定
第
1
号

令
和
２
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
一
般
任
用
職
員
報
酬
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

を
固
定
化
す
る
も
の
。

　

商
工
会
議
所
補
助
金
は
、
予
算
を
超
え
る

執
行
を
し
な
が
ら
商
業
活
性
化
事
業
は
減
ら

し
て
い
る
。
こ
れ
は
間
違
い
。

　

さ
ん
じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事
業
の
う
ち
、

業
者
に
委
託
し
て
い
た
日
曜
日
の
学
び
の
マ
ル

シ
ェ
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
に
取
り
や
め

と
な
っ
た
。
令
和
２
年
度
分
は
執
行
さ
れ
て

い
る
の
で
反
対
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
年
齢
で

差
別
し
負
担
を
強
い
る
制
度
。
廃
止
す
べ
き

と
考
え
る
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、
議
会
の
引

き
下
げ
の
附
帯
決
議
を
無
視
し
、
三
条
市
が

適
正
と
考
え
る
基
金
６
億
円
を
大
幅
に
上
回

る
20
億
5
0
0
0
万
円
を
た
め
込
ん
だ
。
道

理
が
な
く
反
対
。

請
願
第
16
号

コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む
人
々
に
食
料
を

支
援
す
る
施
策
を
求
め
る
請
願

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と
で
収
入
が
減

り
、
1
日
1
食
に
切
り
詰
め
る
な
ど
食
べ
た

く
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
人
た
ち
が
増
え
て
い

る
。
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
食
料

支
援
の
取
り
組
み
や
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
は
、

生
活
に
苦
し
む
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
米
余
り
と
い
う
け
れ
ど
も
、

食
料
支
援
の
現
場
で
は
米
が
足
り
な
い
と
い
う
。

　
一
方
で
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
の
需

要
が
減
少
し
、
過
剰
在
庫
に
よ
る
価
格
低
迷

に
農
家
が
苦
し
ん
で
い
る
。
米
の
価
格
は
昨

年
に
続
き
今
年
も
大
幅
に
下
落
し
、
大
規
模

農
家
も
含
め
、
多
く
の
農
家
が
苦
境
に
立
た

さ
れ
て
い
る
。

　

農
林
水
産
省
は
、
政
府
備
蓄
米
を
子
ど
も

食
堂
に
無
償
提
供
し
て
い
る
が
、
食
育
の
範

囲
の
微
々
た
る
量
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
人
々
を
救
済
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
食
べ
た
く
て
も
食
べ
ら
れ

な
い
国
民
と
、
米
価
暴
落
に
苦
し
む
農
民
を

助
け
る
の
は
政
治
の
責
任
だ
。
今
こ
そ
政
府

の
責
任
で
、
生
活
に
困
窮
す
る
学
生
や
国
民

に
、
行
き
場
を
失
っ
た
農
産
物
を
提
供
す
る

食
料
支
援
策
を
実
施
す
べ
き
だ
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む
人
々
に
食
料
を
支
援
す

る
施
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
の
請
願

の
趣
旨
は
も
っ
と
も
で
あ
り
採
択
す
べ
き
だ
。

議
案
に
対
し
て
意
見
を
主
張
し
ま
す
。

TOU

RON

PICK 
UP

令
和
２
年
度
の
移
住
促
進
事
業
費
は
、

予
定
し
て
い
た
予
算
に
比
べ
執
行
が
少

な
か
っ
た
が
、
理
由
は
何
か
。

一
つ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
主
に
東
京
都
内
で

の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
に
な
り
、
旅
費
や
出
展
料
な
ど
が
未
執
行

に
な
っ
た
。
も
う
一
点
は
、
移
住
支
援
金
の

制
度
要
件
が
厳
し
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

Q

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
予
定
し
て
い
た

人
数
よ
り
少
な
か
っ
た
が
、
活
動
は
う

ま
く
行
え
た
の
か
。

56
人
を
予
定
し
て
い
た
。
実
績
は
47
人

だ
っ
た
が
、
任
命
さ
れ
た
隊
員
が
そ
れ

ぞ
れ
能
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
の
で
、
活
動

は
お
お
む
ね
行
え
た
と
捉
え
て
い
る
。

Q

に
１
回
の
方
が
使
い
勝
手
が
良
い
の
で
は
な

い
か
。様

々
な
想
定
が
考
え
ら
れ
る
が
、ま
ず
は

２
週
間
の
基
本
ス
キ
ー
ム
で
始
め
た
い
。

運
用
の
中
で
柔
軟
な
対
応
を
考
え
た
い
。

時
間
短
縮
要
請
に
協
力
い
た
だ
い
た
場
合
に

支
給
さ
れ
る
制
度
だ
。
要
件
を
満
た
せ
ば
ど

ち
ら
も
支
給
さ
れ
る
の
か
。

趣
旨
、目
的
が
違
う
の
で
併
給
さ
れ
る
。

て
あ
り
、
財
政
力
指
数
は
０.
73
、
経
常
収
支

比
率
92
％
、
公
債
費
負
担
比
率
は
13.
３
％

で
、
三
条
市
と
は
約
10
ポ
イ
ン
ト
の
開
き
が

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
こ
で
三
条
市
の
公
債
費
負
担
比
率
や
財

政
状
況
は
全
国
類
似
都
市
の
89
市
と
比
較
し

た
場
合
、
何
番
目
に
あ
た
る
の
か
。

　

ま
た
、
年
々
上
昇
を
続
け
る
実
質
公
債
費

比
率
の
見
通
し
と
改
善
策
は
ど
う
か
。

現
時
点
で
類
似
団
体
の
令
和
２
年
度
決
算

に
係
る
各
財
政
指
標
は
公
表
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
県
内
20
市
の
平
均
値
で
比
較
す
る

と
、
財
政
力
指
数
０.
48
で
７
番
目
、経
常
収
支

比
率
92.
９
％
で
16
番
目
と
な
り
、公
債
費
負
担

比
率
は
15.
４
％
で
20
番
目
で
あ
る
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
指
摘
の
と
お
り
、
年
々

悪
化
し
て
い
る
。
こ
の
比
率
の
動
き
は
想
定
通

り
で
あ
り
、
実
質
公
債
費
比
率
は
令
和
３
年
度

ま
で
上
昇
し
、
そ
の
後
下
降
し
て
い
く
も
の
と

見
込
ん
で
い
る
。
数
値
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
同
３

年
度
で
は
16.
５
％
程
度
に
な
る
。

　

財
政
規
律
を
遵
守
し
な
が
ら
毎
年
度
の
予
算

編
成
に
お
い
て
、財
政
指
標
の
推
移
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

た
が
、
開
催
さ
れ
て
子
ど
も
に
は
と
て
も
い
い

経
験
に
な
っ
た
と
い
っ
た
声
を
も
ら
っ
た
。

ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与を100とした場合の、地方公務員の給与水準を示す指数のことです。
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